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signal-regulated kinase（ERK）のリン酸化もwortmanninによって部分的に抑制された。これらの結果は、炎
症性サイトカインによるヒト好中球の活性化においては、用いたサイトカインと好中球の機能に依存してPI3K
が特異的に関与していることを示唆している。 
本研究は、炎症性サイトカイン（G-CSF、GM-CSFおよびTNF-α）によるヒト好中球の活性化におけるPI3Kの特
異的役割を明らかにしており、炎症性疾患におけるサイトカインと好中球の病態生理学的意義の解明並びに抗
炎症薬の開発に寄与する点が少なくないと考えられる。よって、本研究者は博士（医学）の学位を授与される
に値するものと判定された。 
 
 
